
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

　

お知らせ

マイナポイントの予約・申し込みが12月末まで延長さ

れました。キャッシュレス決済サービスによっては申

請期限が早いものや別途手続が必要なものがありま

す。マイナポイントの申請にはマイナンバーカードが

必要です。受け取りがまだの人はお早めに窓口へお越しください。

■場所　市役所北館１階８番窓口　市民課マイナンバー担当
■対象　令和３年４月末までにマイナンバーカードの交付申請をされた人

マイナポイントの予約・申し込みは12月末まで

■問い合わせ　市民課　☎38-2070

問い合わせ　公民館　☎35-0700/穐31-4998　
（〒659-0068業平町8-24）

【家近先生の歴史講座　
　　　　明治維新をめぐる「なぜなぜ」を解き明かそう】
■日時	 10月14日・11月11日・12月９日（木）午後２時～
■講師　家近良樹（大阪経済大学名誉教授）　
■受講料　1,500円（３回分）

【大阪・京都・神戸のレトロ建築の見どころ】
■日時	 10月18日・11月15日・12月６日（月）午後２時～
■講師　倉方俊輔（大阪市立大学教授）　
■受講料　1,500円（３回分）

【哲学入門 ソクラテスとは何者なのか】
■日時	 10月28日・11月25日・12月23日（木）午前10時～
■講師　茶谷直人（神戸大学大学院人文学研究科教授）
■受講料　1,500円（３回分）　

【近代日本の「政変」－内閣が替わるとき－（２）】
■日時	 10月９日・11月６日・12月11日（土）午前10時
■講師　河島真（神戸女学院大学文学部教授）
■受講料　1,500円（３回分）

【夜の美術史　－絵画における光と闇】
■日時	 10月25日・11月22日・12月20日（月）午後２時～
■講師	 宮下規久朗（神戸大学大学院人文学研究科教授）
■受講料　1,500円（３回分）

【日本人の源流・神話を訪ねて
　　　　　　　　　ゆかりの地から見える神話の風景】
■日時	 10月４日・11月８日・12月13日（月）午前10時～
■講師　安本寿久（産経新聞編集委員）
■受講料　1,500円（３回分）

【世界はニュースだけではわからない】
■�日時	 10月16日・11月20日・12月18日・１月15日・２月
19日・３月19日（土）午後２時～

■講師　リチャード・ハリソン（神戸大学大学院教授）
　※２回目以降未定
■受講料　3,000円（６回分）

【文化の歴史】
■�日時	 10月21日・11月18日・12月16日・１月27日・２月
17日・３月17日（木）午前10時30分～

■講師	 田辺眞人（園田学園女子大学名誉教授）　
■受講料　3,000円（６回分）

〈申し込み〉
①講座名 ②住所 ③氏名 ④電話番号を記入のう
え、９月13日（月）までに、はがきかファクスまた
は公民館備え付け用紙で公民館へ。
※定員を超えた場合、市民優先のうえ抽選

〈会場〉市民センター 401室　〈定員〉各60人

お知らせ

芦屋市の“今”や10年先の“未来”について市長と意見交換をしましょう。

【テーマ】「ASHIYA SMILE BASE」
　　　　　～みんなの声を活かして次世代へと人がつながり
　　　　　　　　誰もがイキイキと暮らすまちを目指して～

■日時　10月23日（土）午後２時～４時　
■会場　ルナ・ホール　
■定員　200人〈要予約〉
　※新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、定員を縮小する場合があります。

■�申し込み　９月１日～ 17日に市ホームページ（「芦屋市  オープンミー
ティング」で検索または右記２次元コード）の参加応募フォームより申

し込みください。応募者多数の場合は抽選。

　当選者へは、９月24日～ 30日にＥメールで参加案内を送付。

　※直接意見交換を希望する人は「登壇希望」として申し込みください。

　※インターネットが利用できない人は、問い合わせください。

【You Tube ライブ配信】　開催当日の様子をライブ配信します。
　※当日Slidoを使用し、会場や自宅から市長に質問等ができますので、 会場へ来場す

　　る際は、通信機器（スマートフォン・タブレット等）をご持参ください。

　　（Slidoとは、リアルタイムに聴講者から質問やライブ投票ができるクラウドサービスです）

■問い合わせ　政策推進課　☎38-2127

オープンミーティングを開催

お知らせ

消防協力者（人命救護）への表彰

芦屋市で発生した救急事案において、人命救護にご尽力いただいた足立正輝（西宮市在

住）さん、讃良剛（伊丹市在住）さん、天田悠太（大阪府茨木市在住）さん、望月美喜（大阪

府大阪市在住）さんに感謝状を贈呈しました。また、当日は社会復帰を果たした傷病者

の人も同席され、改めて感謝の意を述べられました。

感謝状を受けられた４人は、６月６日（日）潮芦屋フットサル場で競技後に心肺停止状

態となった男性に遭遇しました。異変を察知し速やかに消防への119番通報、胸骨圧

迫、人工呼吸、AEDの搬送およびAEDによる除細動を実施した結果、救急隊が現場到着

時には意識を回復していました。救急隊が医療機

関に搬送し、翌日には病院を退院して元気に毎日

を過ごされています。

芦屋市消防本部では、これからも市民への各種救

急講習等の普及啓発に取り組み、救命率の向上に

努めて参ります。

 ■問い合わせ　
消防本部　総務課・救急課☎32-2345

感謝状を受け取る望月美喜さん

いとう まい 市長


